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紙製手提げ袋 1袋（50ｇ） 
パンフレット 1冊（60ｇ） 
包装紙 1枚（20ｇ） 
封筒 1 枚（2g） 

マイバッグを持参し、お店からのレジ袋を断る。
△２０ｇ 

レジ袋（10ｇ）×2 枚 

食品を計画的に購入し、買い過ぎないようにする。 
△１５０ｇ 

たまご１個（50g） 
きゅうり 1本（100g） 

ごみを出さない調理方法を心掛ける。 
食べ残しをしないようにする。△１４０ｇ 

ごはん１杯（140g） 

生ごみは水切りを十分にする。 
△７５ｇ 

1人 1日当たりの生ごみ量（250 g）
×3 人×10％（水切りによる減量
効果） 

購入した店などに返却できるものは返却する。 
△１２０ｇ 

クリーニングハンガー（40g） 
×3 個 

着なくなった衣服を、フリーマーケットに出品し
たり古着屋に売る。△１００ｇ 

Ｔシャツ 1枚（100g） 

リサイクル可能な紙類を分別し、資源回収へ出す。 
△１３２ｇ 

３人家族で６００ｇのごみ減量化（１人当たり２００ｇのごみ減量化） 

４
８
０
ｇ
の
ご
み
の
リ
デ
ュ
ー
ス
（
発
生
抑
制
） 

１
３
２
ｇ
の 

更
な
る
資
源
化 

過剰包装は断る。 
△５５ｇ 

紙製手提げ袋 1枚（50g） 
本の紙カバー1枚（5g） 

飲食店ではマイ箸、マイボトルを使用する。 
△２０ｇ 

割り箸（5g）×2 膳 
紙コップ 1 個（10g） 

使い捨てのものの使用を控える。 
△２５ｇ 

紙皿（5g）×2枚 
使い捨ておしぼり 1 枚（15g） 

詰め替えのできる商品を使用する。 
△４０ｇ 

シャンプー容器（60g）→詰め替
え用パック（20g）△40g 

資源を分別し、資源回収へ出す。 
△５０ｇ 

190ml スチール缶（30ｇ） 
350ml アルミ缶（20ｇ） 

１人当たり２００ｇのごみ減量化 

缶ビールをびんビールに変えて空きびんを酒屋に
返す。△２０ｇ 

350ml アルミ缶（20g） 
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１人１日当たり２００ｇのごみ減量化の取組み例 

※１６０ｇのごみのリデュース（発生抑制）と４４ｇの更なる資源化を想定 

例１【3 人家族の取組み例】 

例２【単身世帯の取組み例】 

平成 22 年度に実施したごみ排出原単位等実態調査によると、可燃ごみの中

には８.９％、不燃ごみの中には１２．４％の資源物の混入がみられました。 

特に紙類とびん、缶の資源物の混入が多く見られることから、これらを資

源として分別して出すことの周知徹底が必要です。 

また、可燃ごみの約４割が生ごみであることから、生ごみの減量を推進す

ることが必要です。 

資源資源資源資源のののの分別分別分別分別のののの徹底徹底徹底徹底（（（（びんびんびんびん、、、、缶等缶等缶等缶等））））    

生生生生ごみのごみのごみのごみの減量減量減量減量    

資源資源資源資源のののの分別分別分別分別のののの徹底徹底徹底徹底    
（（（（紙類紙類紙類紙類））））    

家庭から出るごみの組成割合 
資料４ 

【可燃ごみの袋】 

【不燃ごみの袋】 


